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　　　放：射能泉に關する研究
　　　　　　　　　　　（xxv）
トロン泉入浴と皮膚の色素還元能力
大
? ?
雄
　外園はラドン泉の入浴後に血清の沃度酸
値1）や還元アスコルビン酸濃度9）が増加する
ことを謎明している．著者3）はトロン泉入浴
に際しトロンが皮下にまで確に侵入すること
を明にし得たから，トロン泉の入浴により果
して皮膚の還元能が増加するか否かを槍索し
てみた・硫黄泉やアルカリ泉の入浴乃至飲用
により皮膚のヂクロールフェノールィンドブ
エノール還元能が増強する場合があることは
Uza　n4）や▽a．utihey5）が報告している・
　　　　　　　實験方法
　被槍動物にマウスを使用・5－7匹を1群と
し・背部の毛を「はさみ」で短く切り，N／300
ヂク四一ルフエノールインドブエノーールO・9
％食蛭水溶液0・05ceを皮内に注射し，脱：色
に要する時闇を秒時計で測定した・
　浴za　36。一37。0，汐時閥10分，入浴方法は
關6）に從つた，
　使用源泉はトロン泉として三朝溜泉大橋籔
泉（源泉水を十分汲み出し，湧幽直後の泉水に
入浴せしめる），ラISン泉として山田魎共同夢
枕湯硫化水素泉として中湯を選んだ．劃照
は研究所水道水による淡水浴である・トロン
泉のトロン含有量は300－500トロンマツへ
であったが嗣時に50－70マツへのラドンを
も含有してV・た・山田湯はトロンを全く諮明
せず，ラドン凡そ200マツへを含む・中湯は
1一　・5　］ng／1の滴定硫黄と20■vツへ前後のラ
ドン』ﾆを特徴としている・盤類成分は3源泉
水共にほぼ似た組成である・
　まつ皮膚の色素還元能を測定した後，直に
入浴せしめ，浴後乾いた布で引水を十分拭き
とった後，再度還元能の測定を行った・
　　　　　　　實験成績
　淡水浴でもラドン泉浴でも表に揚げた如く
7一中6例に於て浴前よb浴後に色素還元能
が低下しているが，トPtン泉の場合には7例
中6例に於て浴後の方が浴前より還元能が塘
　　　浬泉浴と皮膚の還元力（時闇）
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加している・中直は蝋涙の成績を示した・槍
定してみるとα＝0・05で軽種及び泉種と浴と
の相互作用とが有意になった・
　　　　　　　　考　　　按、
　ラドンもトロンも共にα線を放射すること
によって生体に作用すると考えられるかち，
ラドン泉とト・ン泉との聞にその生物写真作
用に根本的な違いがあるどは考えられなV・・
それにも拘わらず浴後の皮膚の還元力増強が
トロン泉に於て特に著しく現われた理曲の説
明は困難であるが，その一は｝・ロン泉の方が
放射能が強かったことと，トロンとラドンと
の分配率の差とに基づくのではないかと想像
せられる・少量ではあるがラ．ドンと硫化水素
とを含有する中湯が中闇の成績を示したこと
も興味がある・中湯における値が他の三種に
おけるよりも概して小なのは實験の時期が他
の3者は冬季であったのに封し，中湯の場合
．は2ケ月程回れて春季に行われたζとが關係
していると思われる・
　　　　　　　　結　　　論
　トロン泉の入浴により皮膚のヂクロ・・一ルフ
ェノールィンドブエノール還元能力が増加す
ることをi誰明した・
　本硯究は文部省科學研究費の補助彦受けて行わ
れたことを附記する．．
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　　　　　　　　　　Yoshio　Oshima．
　　In　the　pre］iminary　pa，pers　t，he　aut，hor　repoyted　that　the　Thpron　in　thern）al
w＆ter　passes　th】Yough　the　skin　an（［s七lmul乳tes　the　subcu七aneous　conneetive　tissue
eells．　i，r／・So＋．ozono　proved　that　the　redueed　aseorbic　aeid　eontent　in　the　blood　in一
（，reases画er　the　Ra（lonspring　b一，七h．
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Before and after thermal bath the author measured the time necessary for the
complete deco]Ol'ation of intmd('rmally injected diehlorphenol-indophenol solu-
tion. COlnpared with the plain water bath at, a same temperature, the 'l'horon
spring hath se8lns to have a tendency to reduce thp t,imp necessary for the
deeoloratiOl1.
